
1．3～5号機への対応

2．現場対応力の強化

安全性のさらなる追求

地震・津波対策だけでなく万が一重大事故が発生した場合も想定し、対策を講じることで、福島第一原子力発電所の
ような「放射性物質の大量放出」による「住民の長期避難」という事態に至らないよう取り組んでいます。

福島第一原子力発電所の事故の教訓から、発電所では地震や津波等の様々な事態に対処するために、
設備の対策やそれらを適切に使うための現場対応力の強化をおこなっています。


